
 

 

市川市次期クリーンセンター建設事業に係る環境影響評価準備書に対する

環境の保全の見地からの意見（案） 

 

 

 

1.  事業の実施にあたっては、本環境影響評価準備書に則り実施することは勿論のこと、

新たに疑義が生じた場合、又は知見の集積が得られた場合等について、適切に対応し、

環境影響評価制度の趣旨に照らし、適正な配慮を講ずること。 
 

2.  敷地内の緑化やエネルギーの有効利用については、地球規模の問題である温暖化対策

に資するものであることから、実行可能かつ積極的な措置を講ずること。 
 

3.  大気質、騒音、振動に係る予測値について、その一部が評価指標とする数値に近い、

あるいは超えている環境影響評価項目が認められることから、具体的な工事計画の策定

及び施工ならびに供用後の施設稼動にあたっては、環境の保全のための措置の実施徹底

を図ること。 
 

4.  工事の実施にあたっては、低公害型の建設機械の導入等により、大気汚染、騒音及び

振動を可能な限り低減すること。また、建設機械及び工事用車両等から燃料等の油が流

出しないよう、防止対策を講ずること。 
また、工事用車両の走行においては、近隣住民や児童等への安全配慮の観点から、関

係機関と協議し、万全な対策を講ずること。 
 

5.  工事の施工中及び完了後において、本環境影響評価準備書に記載された環境の保全の

ための措置が十分でないことにより周辺の環境が損なわれていると認められた場合は、

適切に対応すること。 
 

資料２ 


